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企業と農村の協働による
山梨県のワインファームで社員と家族が農業体験
富士通グループは、山梨県が農村地域の活性化を目的として推進する「やまなし企業の農園づくり」制度を
利用し、甲州市のブドウ農園に「富士通GP2020ワインファーム」を開設しました。2010年3月より、地域社会
や生物多様性保全への貢献と環境教育を目的に、社員らの農業体験の場として活用しています。

　「富士通GP2020ワインファーム」は、山梨県甲州市の

ブドウ農家「有限会社夢郷葡萄研究所」との協働協定に

より誕生しました。名称の「GP2020」とは、地球環境問題

の解決へ向けて富士通グループが果たすべき役割を

示した中期環境ビジョン「Green Policy 2020」のこと。農

地の維持に協力することは地域社会に貢献し、里山の

生物多様性保全にもつながると考え、環境社会貢献活

動の一環として活動を実施しています。

　初回の活動は、ブドウ栽培についての講義の後、剪

定枝の片付けやごみ拾い等の畑の保全作業、上に伸び

た枝を支線に固定する誘引作業を行いました。支線に

残っているツルや固定用のヒモをきれいに取り除くこ

とで害虫等を予防し、農薬の使用を抑えることで環境負

荷の削減にもつながります。

　年3回の公式活動では、6月にブドウの病気などを防

止する傘紙取り付け、秋にはブドウの収穫を行い、ブド

ウの成長過程に応じた農作業を体験できます。また、収

穫したブドウを醸造してオリジナルワイン300本を製造

する予定です。

　これらの活動の目的は、参加者が農業体験を楽しみ

ながら、自然の恩恵を受けて成り立つ農業のことや、農

地の適切な管理がもたらす生物多様性保全への貢献

について理解していくところにあります。今後も「Green 

Policy 2020」の実現に一層の努力を続け、地域社会や

生物多様性の保全に貢献してまいります。

山梨県と協働の
「富士通GP2020ワインファーム」

農業体験活動で環境意識を育む

富士通グループはチャレンジ25キャンペーンに参加しています。

●事前の講義によって有意義な作業を行うことがで
き、ブドウの樹に触れる楽しさも味わえた。

●農業は植えて終わりではない。地道なメンテナンス
の必要性を作業から身をもって理解できた。
●環境に配慮したブドウ栽培の方法と、参加者それぞ
れが率先して作業に取り組む姿勢に感動した。

参加者
の声

畑の保全や枝の誘
引作業を実施 社員と家族が農業体験
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